
 

                         
 

  

                     

 

     

  

秋
季
霊
祭
仕
え
ら
れ
る 

彼
岸
花
が
咲
き
出
し
た
九
月
二
十
二
日

の
秋
分
の
日
、
加
治
木
教
会
で
は
秋
季
霊

祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

教
会
長
先
生
ご
祭
主
の
も
と
、
ご
神
前

で
奏
上
祭
詞
が
奏
上
さ
れ
、
ご
霊
前
に
転

座
後
は
、
加
治
木
教
会
に
ご
縁
の
あ
る
教

徒
か
ら
信
徒
の
す
べ
て
の
ご
霊
神
の
み
名

を
読
み
上
げ
ら
れ
て
、
ご
霊
神
様
方
に
お

礼
申
し
、
お
慰
め･

お
称
え
申
し
上
げ
て
、

親
神
様
の
お
恵
み
を
受
け
ら
れ
て
、
ひ
と

き
わ
高
い
位
の
ご
霊
神
様
と
な
ら
れ
、
ご

安
心
さ
れ
家
族
親
族
を
守
り
導
く
お
働
き

が
で
き
ら
れ
る
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ

る
内
容
の
霊
祭
詞
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
霊
前
で
は
、
祭
詞
奏
上
後
、
参
拝
者

全
員
が
順
に
ご
霊
前
に
玉
串
を
奉
奠
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

信
心
さ
せ
て
い
た
だ
く
お
互
い
は
、
万

物
の
霊
長
と
し
て
こ
の
世
に
命
を
賜
っ
た

人
間
で
す
の
で
、
禽
獣
に
劣
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
恩
を
知
っ
て
恩
に
報
い
る
生
き

方
を
現
わ
し
「
知
恩
・
感
恩
・
報
恩
」
の

生
き
方
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。 
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信
心
に
は｢

ち
が
い｣

 

と
い
う
も
の
が
あ
る 

《
月
例
祭
教
話
》（
教
会
長
） 

※
八
月
の
月
例
祭
教
話
の
要
旨 

  

「
あ
り
が
た
さ
ち
が
い
」 

「
ち
が
い
」
と
言
っ
て
、
よ
く
耳
に
し

て
い
た
こ
と
は
「
あ
り
が
た
さ
ち
が
い
」

で
あ
り
ま
す
。 

「
願
う
お
か
げ
を
頂
い
て
、
病
気
災
難

な
ど
自
分
の
願
い
が
成
就
し
て
、
あ
り
が

た
い
」
と
い
う
人
も
あ
れ
ば
「
親
神
様
の

願
い(

親
心
・
ご
慈

愛
・
ご
神
慮)

・
お
恵
み
・
お
働
き
が
理
解

で
き
て
、
あ
り
が
た
い
」
と
は
ち
が
い
ま

す
。 

＊ 

「
熱
心
さ
ち
が
い
」 

ま
た
「
熱
心
さ
ち
が
い
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
し
て
「
病
気
災
難
な
ど
自
分
の

願
い
を
か
な
え
て
い
た
だ
き
た
く
て
の
熱

心
さ
」
で
信
心
を
し
て
い
る
人
も
あ
れ
ば

「
親
神
様
の
願
い
、
教
祖
様
の
祈
り
、
先

師
の
思
い
を
理
解
し
て
、
人
が
助
か
る
・

人
を
導
く
・
お
役
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
熱
心
さ
」
で
信
心
を
し
て
い

る
人
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
ち
が
い
が
あ
り

ま
す
。 

＊ 

「
中
心
ち
が
い
」 

「
中
心
ち
が
い
」
は
、
こ
れ
は
矢
野
ク

ラ
刀
自(

加
治
木
教
会
前
教
会
長 

矢
野
政
美
大
人
の
母
堂)

が
、
三
十
三
才
の
時

九
死
一
生
と
い
う
大
病
を
患
い
、
安
武
松

太
郎
師
に
よ
る
条
理
を
尽
く
さ
れ
た
御
取

次
に
よ
り
信
心
が
大
き
く
改
ま
り
助
か
る

こ
と
が
で
き
、
言
わ
ば
そ
れ
ま
で
は
自
分

の
願
い
ご
と
を
実
現
し
た
い
と
い
う
自
己

中
心
的
で
あ
っ
た
信
心
が
、
そ
れ
以
来
、

親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
に
す
っ

か
り
変
わ
っ
て
し
ま
わ
れ
た
よ
う
に
「
自

己
中
心
の
信
心
」
と
「
親
神
様
中
心
の
信

心
」
が
あ
る
の
で
す
。 ＊ 

こ
れ
ら
三
つ
の
「
ち
が
い
」
の
わ
か
る

信
心
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。 

「
病
気
・
災
難
は
入
信
の
門
」
と
も
教

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

病
気
・
災
難
に
よ
っ
て
ご
神
縁
を
頂
き

入
信
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
い

つ
ま
で
も
病
気
・
災
難
と
い
っ
た
難
儀
に

出
く
わ
し
た
時
だ
け
お
願
い
す
る
ば
か
り

の
信
心
に
留
ま
っ
て
い
る
の
は
、
い
つ
ま

で
も
入
山
門
付
近
に
留
ま
り
、
進
歩
を
見

な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。 

信
心
は
こ
の
「
ち
が
い
」
を
噛
み
分
け

な
が
ら
「
参
拝
」「
聴
教
」｢

実
践(

教
え
の
実
践
・

御

用

奉

仕)

」

と
い
う
稽
古
を
重
ね
、
成
長
し
進
ん
で
行

く
も
の
で
あ
り
、
親
神
様
の
願
い
・
お
恵

み
・
お
働
き
、
ま
た
、
教
祖
様
は
じ
め
先

覚
の
先
生
方
の
祈
り
を
わ
か
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
行
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
う
し
て
「
人
が
助
か
り
さ
え
す
れ
ば

け
っ
こ
う
で
あ
る
」
と
い
う
、
親
神
様
の

最
も
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
真
実
の
願
い
を

実
現
す
る
「
人
が
助
か
る
お
役
に
立
た
せ

て
い
た
だ
く
」
と
い
う
、
親
神
様
が
も
っ

と
も
お
喜
び
に
な
ら
れ
ご
安
心
さ
れ
る
信

心
に
、
成
長
し
進
め
て
行
く
べ
き
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。 

い
つ
ま
で
も
、
入
山
門
の
周
辺
で
右
往

左
往
し
て
い
る
信
心
で
は
な
く
、
一
段
一

段
階
段
を
上
る
よ
う
に
歩
を
進
め
て
、
人

だ
け
が
喜
ぶ
信
心
で
は
な
く
、
親
神
様
も

お
喜
び
に
な
ら
れ
人
も
助
か
り
立
ち
行
く

世
界
を
実
現
し
て
い
く
よ
う
な
信
心
の
進

め
方
を
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 ※
参
考
～｢

し
ん
あ
い｣

令
和
二
年
八
月
号
・
九
月
号(

甘
木
教
会) 

「
私
の
い
た
だ
く
安
武
松
太
郎
師
」（
矢
野
政
美
著
）  
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熊
本
県
南
部
豪
雨 

復
興
支
援
活
動 

 九
月
十
二
日(

土)

、
人
吉
教
会
に
お

い
て
、
少
年
少
女
会
連
合
本
部
・
筑
水
連

合
会
・
甘
木
教
会
手
続
き
・
鹿
児
島
地
方

教
会
連
合
会
の
有
志
計
十
五
名
ほ
ど
に
よ

り
、
奥
の
方
の
部
屋
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
張

り
や
、
壁
板
の
土
台
作
り
が
な
さ
れ
ま
し

た
。 

 

床
や
壁
の
土
台
と
な
る
材
料
や
機
材
・

道
具
類
が
運
び
込
ま
れ
て
、
建
築
に
つ
い

て
専
門
的
な
知
識
の
あ
る
方
の
監
督
・
計

画
の
も
と
、
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
張
り
や
、
壁
板
の
土
台

作
り
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
遠
方
の
教
会

や
隣
接
教
会
の
各
方
面
か
ら
週
一
回
ほ
ど

の
間
隔
で
来
ら
れ
て
、
日
帰
り
を
さ
れ
る

の
で
、
朝
九
時
か
ら
夕
方
六
時
頃
ま
で
終

日
み
っ
ち
り
と
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。 
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子
育
て
メ
モ 

第
一
反
抗
期
と
は 

幼
児
期
の
発
達
段
階
で
現
れ
る
特
徴
で
、
自

主
性
が
順
調
に
発
達
し
て
い
れ
ば
、
二
才
か
ら

三
才
で
現
れ
ま
す
。 

母
親
を
中
心
と
し
た
周
囲
に
対
し
て
の
反

抗
や
イ
ヤ
イ
ヤ
表
現
が
著
し
く
な
り
、
親
が
手

を
貸
す
こ
と
に
「
自
分
で
！
」
と
言
い
出
す
時

期
で
、
幼
児
期
に
お
け
る
自
我
の
芽
生
え
で
も

あ
り
、
自
立
へ
の
第
一
歩
で
す
。 

子
ど
も
の
意
識
や
価
値
観
の
差
は
あ
っ
て

も
、
心
の
片
隅
に
「
独
り
立
ち
し
た
い
」
と
い

う
欲
求
が
芽
生
え
始
め
る
時
期
で
、
ま
れ
に
、

現
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

反
抗
期
と
は
表
面
だ
け
を
見
れ
ば
反
抗
と

似
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
身
は
「
独
立
心
」「
自

我
の
芽
生
え
」
で
、
つ
ま
り
、
心
の
正
常
な
発

達
現
象
な
の
で
す
。 

こ
の
望
ま
し
い
心
の
「
自
主
性
の
芽
生
え
」

を
、
大
人
が
摘
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
見
守
っ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。 

ち
な
み
に
「
第
二

次
反
抗
期
」
は
中
学

生
の
頃
「
中
間
反
抗

期
」
は
小
学
校
低
学

年
か
ら
中
学
年
の
頃

に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。 
 

 

感 

詠 
 

教
会
長
（
令
和
二
年
九
月
） 

 

朝
起
き
は
心
の
準
備
重
ね
行
く 

昼
間
の
祈
り
よ
り
ぞ
始
め
り 

 

天
気
予
報
な
き
時
代
に
は
準
備
な
く 

迎
へ
る
台
風
い
か
に
処
し
た
か 

 

天
気
予
報
あ
る
は
尊
き
な
き
時
代 

い
か
に
台
風
迎
へ
し
も
の
か 

 

台
風
の
過
ぎ
て
三
日
も
経
ち
ぬ
る
が 

倒
木
を
切
る
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
音 

 
疲
れ
と
る
こ
と
な
く
無
理
の
で
き
ぬ
年 

迎
へ
て
往
時
詫
び
て
礼
び
ぬ 

 

酸
い
甘
い
と
も
に
最
善
最
高
の 

神
計
ら
い
と
歓
喜
で
き
る
か 

 

末
々
を
良
き
も
の
に
と
ぞ
な
す
た
め
に 

甘
い
も
酸
い
も
恵
み
下
さ
り 

  

   

放
送
大
学
を

卒
業 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

上
田
和
也
（

加
治
木
教
会
輔
教 

 

・ 

連
合
会
役
員

） 

九
月
二
十
七
日(

日)

鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
放
送
大
学
「
卒
業
証
書･

学

位
記
授
与
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、
念
願
の
卒
業

証
書
と
学
位
記
を
頂
き
ま
し
た
。 

仕
事
を
し
な
が
ら
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
通
信
な
ど
で
の
勉
強
で
し
た
の
で
、
十
八

年
を
費
や
し
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
実
業
高
校
時

代
に
は
、
野
球
部
で
の
毎
日
の
厳
し
い
練
習
で
、

十
分
な
勉
強
が
で
き
な
か
っ
た
後
悔
が
あ
り
、

ど
う
し
て
も
大
学
の
勉
強
を
成
し
遂
げ
た
い

と
い
う
念
願
が
あ
り
ま
し
た
。 

両
親
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
は
、
特
別
な
ご

理
解
と
お
祈
り

と
応
援
を
頂
い

て
き
ま
し
た
こ

と
を
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

勉
強
し
た
こ

と
を
こ
れ
か
ら

の
御
用
の
上
に

生
か
し
て
行
け

る
よ
う
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

（こ
の
日
20
代
か
ら
80
代
の
38
名
が
卒
業
、
11
名
が
出
席
） 
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あ
し
あ
と(

教
会
行
事
報
告) 

…
… 
９
月 

…
…
…
… 

１
（
火
）
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

９
（
水
）
清
掃
御
用    

10
時 

10
（
木
）
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

12
（
土
）
復
興
支
援
作
業(

人
吉

教
会)

(

教
会
長)

 

13 (

日)
 

庄
村
家
霊
祭 
11
時 

21
（

祝 敬
老

）
清
掃
御
用    

10
時 

22
（
祝
）
秋
季
霊
祭
10
時
半 

〃 

併
せ
て 

月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

 

23
（
水
）
大
重
美
知
子
氏 

終
祭 

18
時 

24
（
木
）
大
重
美
知
子
氏
告
別
式
10
時 

31
（
金
）
清
掃
御
用    

10
時 

   

 

お
く
や
み 

 

九
月
二
十
一
日
、
大
重
美
知

子
さ
ん
が
満
八
十
五
才
で
お
国

替
え
さ
れ
ま
し
た
。 

霊
の
ご
安
心
と
お
道
立
て
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

九
月
二
十
四
日
、
大
重
美
知
子
さ
ん
の

告
別
式
が
、
や
す
ら
ぎ
葬
祭
加
治
木
斎
場

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

少
し
終
息
気
味
に
な
っ
た
時
期
で
、
会
葬

者
は
全
員
マ
ス
ク
を
し
て
、
訣
か
れ
を
惜

し
み
な
が
ら
、
祭
詞
で
奏
上
さ
れ
る
八
十

五
年
の
想
い
出
の
詰
ま
っ
た
生
涯
の
で
き

ご
と
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
霊
様
の
世
界

へ
の
旅
立
ち
を
心
や
す
か
れ
と
お
祈
り
申

し
上
げ
、
見
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
日
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、
御
大
祭
の

活
け
花
の
御
用
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

御
用
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

          
 

 

ご
霊
神
様
の
お
立
日 

 

十 

月 
 

 

平
地
セ
イ
之
霊
神 

  

平
成
14･

10･

01 

矢
野
サ
ダ
子
大
刀
自
之
霊
神 

平
成
24･

10･

03 

春
山
陽
子
之
霊
神 

  

昭
和
56･

10･

06 

中
村
正
行
大
人
之
霊
神 

平
成
23･

10･

06 

大
木
千
鶴
子
之
霊
神 

平
成
16･

10･

07 

上
田
喜
四
郎
之
霊
神 

平
成
03･

10･

08 

中
野
綾
子
之
霊
神 

  

平
成
04･

10･

08 
 

瀬
戸
淳
一
之
霊
神 

 
 

平
成
23･

10･

10 

庄
村
徳
二
之
霊
神 

  

平
成
02･

10･

13 
  

前
田
シ
ヅ
之
霊
神 

 
 

平
成
26･

10･

13 

有
薗
敏
雄
之
霊
神 

 
 

平
成
27
・
10･

14 

瀬
戸
秀
雄
之
霊
神 

  

昭
和
50･

10･

14 

荒
木 

恒 

之
霊
神  

 

令
和
01
・
10･

16 

前
田
照
子
之
霊
神 

 
 

大
正
14
・
10･

17 

内
村 

健 

之
霊
神 

  

昭
和
58･

10･

17 

中
野
満
行
之
霊
神 

  

平
成
12･

10･

18 
 

岡
山
健
一
之
霊
神 

 

平
成
29･

10･

21 

春
山
住
晴
之
霊
神 

  

昭
和
47･

10･

19 
 

矢
野
仁
吉
郎
之
霊
神 

昭
和
30･

10･

26 
 

福
元
フ
サ
子
之
霊
神 

平
成
15･

10･

29 

市
来
政
利 

之
霊
神 

 

平
成
30･

10･

30 
 

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・ 

幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お
働
き
あ
っ
て
の 

今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、 

玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を 

申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、 

霊
前
で
の
玉
串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。  



令和 2年  １０月                     いっしん 
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十
月
三
日(

土)

～
四
日
（
日
） 

御
本
部 
生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

参
拝 

交
通
機
関
～
自
家
用
車 

宿 
泊 

先
～
光 

風 

館 

【
一
教
会
二
名
ま
で
の
代
表
参
拝
】 

～

・
～
・
～
・
～
・
～
・
～ 

熊
本
県
南
部(

人
吉)
豪
雨 

復
興
支
援
活
動
実
施
中 

御
用
奉
仕
者
募
集
（
週
一
度
ほ
ど
） 

 

御
用
日
時
～
実
施
日
の
二
・
三
日
前
に
連
絡 

御
用
内
容
～
床
張
り
壁
設
置
工
事
お
手
伝
い 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～ 

十
一
月
一
日(

日)

午
前
十
一
時 

加
治
木
教
会 

月
例
祭
に
併
せ
て 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

前
日
清
掃
御
用 

お
直
会
は
お
持
ち
帰
り
で
す
。 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～ 

十
月
二
十
三
日
～
十
月
三
十
日 

御
大
祭
前 

信
行
期
間 

ご
祈
念･

研
修
～
午
前
五
時
二
十
分 

午
前
十
時 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～ 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

10
月 

…
…
…
… 

１
（
木
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

 

併
せ
て 

 

教
祖
ご
生
誕
祭 

３(

土)

～
４(

日)
 

 
 
 

御
本
部

生
神 

 

金
光
大
神

御
大
祭
参
拝 

【
一
教
会
二
名
ま
で
の
代
表
参
拝
】 

９
（
金
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
土
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併
せ
て 

月
例
霊
祭

10
時
半 

20
（
火
）
小
倉
教
会
135
年
記
念
大
祭 

21
（
水
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
木
）
●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会

13
時
半 

31
（
土
）
清

掃

御

用    

10
時 

《
未
定
行
事
》
少
年
少
女
会
・
青
年
会 

 
 
 
 
 
 
 

          

…
… 

11 

月 

…
…
… 

１
（
日
）
月
例
祭(

報
徳) 

 

〃 

●
加
治
木
教
会 

御
大
祭 

11
時 

７
（
土
）
大
重
家
霊
祭 

９
（
月
）
清

掃

御

用     

10
時 

10
（
火
）
●
月

例

祭(

生
神
金
光

大

神

様)

 10
時
半 

19
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

20 (

金)

●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会
13
時
半 

併
せ
て  

立
教
記
念
祭
・
新
穀
感
謝
祭 

23
（
祝･

月
）
甘
木
親
教
会
式
年
祭

二
代
文
雄
大
人 

 

二

十

五

祭 

25
（
水
）
連
合
会
執
行
部
会(

鹿
児
島

教

会)

10
時
半 

30
（
月
）
清

掃

御

用 

  布
教
七
十
年
奉
迎 

(

令
和
三
年) 

 
 

改
ま
り
の
願
い 

 自
己
中
心
の
信
心
か
ら 

親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
に
、 

 親
神
様
を
使
う
信
心
か
ら 

親
神
様
に
お
喜
び
い
た
だ
き 

ご
安
心
い
た
だ
く
信
心
に
、 

 お
か
げ
を
信
じ
る
信
心
か
ら 

親
神
様
・
ご
神
慮
を
信
じ
る
信
心
に
、 

 

改
ま
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。 


